
～人と人を『つなぐ』ことで、

幸せな世界を創る～



１、『社会』 と共に立つ

２、『お客様』と共に立つ

３、『仲間』 と共に立つ

（三方よし）

４、理念にリンクする

『従業員個々の幸せ』を大事にします



同僚が先、自分は後、

与えるものが、与えられる。

信頼が先、指名は後、

期待に応えると、選ばれる。





 ＰＤＣＡを回し、管理改善する時代がやってくることが

わかっていたので、３Ｓ活動から始め、

 平成１５年には、ＩＳＯ９００１、

安全性優良事業所 Ｇマーク、

 平成１６年には、グリーン経営に取り組み、

社内体制を整備、安全面、少燃費、環境面も確立して

いった。

 平成２４年４月、西大阪物流センター設立

今後２０年、３０年先の方が困ることなく運営していけ

る設備資産を整えた。





お客様に『ココなら仕事を任せたい』と言われ

る運輸倉庫を目指し、平成２４年半ば～

『物流のショールーム化』に取り組む。

異業種の方、同業の方、海外の方から、１回当

り１５名～２６名のご参加で、年に数回会社・

倉庫見学会を開催し、

会社の『考え方』に興味をもって頂き、

倉庫内や事務所内の『整理・整頓・清掃

状態は、素晴らしい！』との評価を頂く。







表彰制度を新規追加（社員が表彰内容を考え

る）

ありがとうカード 最も多く書いたで賞

ありがとうカード 最も多くもらったで賞

改善提案賞（昨年に引き続き、今年も100件超）

自社商品事故０で賞、車両無事故無違反賞

ありがとうの樹

似顔絵師による、各従業員の似顔絵





絶対にお断りしない。を念頭に!!
『なんとかします』

１、日々お客様とドライバーのコミュニケーション

（お客様の商品や商売に興味をもつことから）

２、営業マン、社長の定期訪問

ご要望、ご意見のお伺い

３、年１回のお客様アンケート１０年以上継続で

満足度調査⇒ おかしな記載には即時訪問する



生國魂神社のパレード 車両運行に貢献

（昨年初めてパレードを実施され2年連続）



 10年超の安全性優良事業所表彰（Ｇマー
ク）

グリーン経営10年超の認証継続（環境に

やさしい省エネ運転、低燃費基準車の導
入等）

カンボジアの教育の為に

教師を育てる為の寄付を

行い感謝状を頂いた。





年間通してどんな時でも、ライフライン
を守る為、日本全国、無事故で確実に何
とか工夫・改善・交渉・努力しお届けす
る。

年間出荷件数 ５７０００件

年間取扱トン数 ９３００トン

事故件数 １１４件

（ほぼ路線会社、段ボールに筋程度含む）

事故率 ０．００２％



できて当たり前、

できなかったらクレーム。

どうにかして、できるようにすること。

しかも、失敗は許されない。

褒められることは、ほぼ無い。

地道にコツコツ、縁の下の力持ち的な

お役目が運送という仕事。



 お客様に成り代わり、物流窓口として、

ワンストップサービスを提供すること。

 日々、一人当たり数件～十数件の色々なお客様を

回り、種々の商品をトラックに混載し、

 自社でお客様に成り代わり、全国各路線別仕分け

をして、各輸送会社に出荷代行して、

その後の商品到着管理を行う。

 たまに業務が集中し、パニックになり、失敗する

こともある？？？



倉庫保管在庫管理、
入出庫サービス

全国小口配送サービス

専属車配送
サービス

輸出品港出し
配送サービス

貸切配送サービス

積み合わせ
配送サービス

集荷サービス

輸入品 港湾空港
引き取りサービス

デバンニング
サービス

物流加工サービス 伝票発行サービス

労働者派遣
サービス



＜荷主様＞ 各社より、トラック混載集荷

ａ⇒ ｂ⇒ ｃ⇒ ｄ⇒ ｅ⇒ ｆ

10個 15個 30個 50個 20個 5個

全国向け路線へ、仕分けして、当日出荷

北海道、東北、関東、中部、関西、四国、九州



いつも事務所でお客様やスタッフの要求に対

し、目一杯無理を聞いてくれている馬場さん。

ちょっとシャイでおとなしく控えめだが、

縁の下の力持ちの馬場さん、

ある日のとんでもない失敗から得たものと

は？！



 船 ⇒ 車 ⇒ 人 の時代へ

 日本の人口減少 ２０５０年には

 日本の労働人口減少

 少子高齢化が進む

 世界の人口増加 ６０億 ⇒ ９０億

 ヨーロッパ ⇒ アメリカ ⇒ アジアの時代が
やってきた

 アジア各国の人口年齢分布では、若年層が厚く、
年配の層が小さい。

 日本は逆三角形で年配層が厚く、若年層が小さい



行き過ぎた資本主義により、貧富の差が広がり、
格差社会を拡大している。

貧富の差は、教育の差になる。

戦争、貧困、差別、食糧問題、地球温暖化など、
地球短命化

消費低迷、物量減少、労働力不足、中小企業の
減少、元受けか下請け孫請けか、

アジアは今後、生産消費地として発展していく

先進国では、ロボット化、人口知能の出現



『教育』と『人材』

ベースの『在り方』+『やりかた』

第一『社会性』応援したくなる会社

第二『独自性』あの会社がいちばん良い

第三『経済性』採算が合い、利益がある

公益性を大事にした資本主義を広げる

『三方よし』『浮利を追わず』『和をもって
貴しとなす』『我ただ足るを知る』



未来の子孫を考え、時代を紡ぐこと

地球益のことを考えながら、学ぶこと

新しい仲間を創って、繋がり、学ぶこと

自分が正しいと思うことを声に出して言
うこと

具体的に実現すべきことを創造すること

みんなの声が世界を、地球を変えていき
ます



物流は残るが、運送はロボット化され、
倉庫もロボット化されても、『人と人を
つなぐ』ことは、大切な仕事としてあり
続ける

人と人がお互いを認め合い、一人ひとり
の輝く部分を見つめ、大事にすることか
ら生まれる何かは、かけがえのないもの

共に立つことで、そんな幸せをいくつも
創り出し、幸せな世界を創り続けている



日本からアジア、一部世界へのネット
ワークを活用した仕事が実現されている

日本的な『在り方』人材育成モデルを
ベースに和を持って貴しとすという
『調和』が大事にされ、その上に独自の
やり方が構築されている

人材教育、現場活性化、必要な人材ネッ
トワークを創ることが仕事



日本からアジアへのネットワークが広が
り、数か国と取引を行って、実績も上が
り、他国のお客様から『ありがとう』
『無くなったら困る』と言われている

人材育成と現場改善、現場活性化が仕事



日本からアジアへ、１か国から拠点と
ネットワークの仕事を頂き、人材育成と
現場改善、現場活性化で評価を頂き始め
ている

国内拠点は、１カ所兵庫県尼崎市に追加

人と人がお互いの輝くところを認め、つ
なげることで、幸せを感じる人が内外に
増え、お客様も同じ思いで繋がって、
徐々に増えている




